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四
年
前
に
着
工
し
た
一
般
農
道
萱
場

線
の
舗
装
工
事
が
完
成
し
、
去
る
n
月

29

日
、
蒲
生
入
口
地
点
及
び
町
総
合
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
農
道
は
山
平
地
区
に
お
け
る
農

業
経
営
の
合
理
化
を
は
か
る
、
そ
の
基

幹
と
な
る
道
路
の
整
備
事
業
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
総
事
業
量
は

一
、
延
長
　
三
、
一
三
〇
御

二
、
巾
員
　
全
巾
員
五
．
五
π
、
有
効

　
　
　
　
巾
員
四
・
五
π

三
、
事
業
費

　
　
　
八
千
四
三
一
万
六
千
円

四
、
年
度
毎
事
業
量

　
［
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
費

　
　
　
　
延
　
　
長

　
年
度

　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
七
〇
〇
雷

　
　
　
　
　
四
〇
〇
π
．
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45

・
4647

一
、
〇
四
〇

丁
、
δ
○

48

・
　
五
九
〇

一

二
四
、
六
五
〇

二
五
、
三
四
〇

一
二
七
、
六
二
区
v

　
　
　
　
’
涌
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、
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圖
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廻
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五
一
〇
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撫
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婚
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五
、
受
益
関
係
戸
農
道
と
し
て
）

部
落
数

農
家
数

面
　
積

四
部
落

二
〇
四
戸

　
田

　
畑

　
そ
の
他

　
　
計

施
行
者
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六
、
　
　
　
　
福
田
道
路
株
式
会
社

　
以
上
が
事
業
の
概
要
で
す
。

ま
た
、
こ
の
道
路
は
広
く
一
般
の
交
通

道
路
と
し
て
の
幹
線
で
も
あ
り
ま
す
。

舗
装
に
と
も
な
い
、
カ
ー
ブ
の
改
良
、

巾
員
の
延
長
等
が
な
さ
れ
て
立
派
な
道

路
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
冬
季
の
除
雪

竈
へ
馨
是
略
濃
蛮
の
動
脈
髪

　
　
　
り
ま
し
よ
う

望
藪
、
【
写
真
】
完
成
し
た
道
路
の
嘉
分
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
竣
工
式
で
テ
ー
プ
を
切
る
県
農
，

　
　
　
　
　
　
　
　
地
整
備
課
長
と
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
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◎
あ
な
た
も
ご
出
品
を
。

　
一
般
の
部
作
品
受
付
は

　
　
－
月
1
7
日
午
前
1
0
時
ま
で

◎
み
ん
な
で
ご
観
覧
を
。
・
，

　
期
間
は

　
　
－
月
18
日
午
前
1
0
時
・
ぐ
午

　
　
後
4
時

　
　
－
月
⑱
昌
午
前
皿
時
ど
午
い

　
　
後
4
時
（
1
月
四
日
ば
夜

　
　
7
時
～
9
時
ま
で
も
、
観

　
　
覧
で
き
ま
す
）

◎
受
付
と
会
場

　
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー

防
犯
は
み
ん
な
の

注
意
と
協
力
で

　
12
月
－
日
か
ら
来
年
の
1
月
1
0
日
ま

で
の
間
は
、
年
末
年
始
の
特
別
防
犯
強

化
期
間
で
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
去
る
3
日
、
松
代

町
防
犯
組
合
が
警
察
と
と
も
に
、
主
要

幹
線
道
路
ぞ
え
の
金
融
機
関
・
商
店
・

住
宅
な
ど
に
対
し
て
、
一
斉
防
犯
診
断

を
行
な
い
ま
し
た
。
結
果
、
注
意
さ
れ

た
件
数
が
釦
件
も
あ
り
、
特
に
戸
じ
ま

り
の
不
備
が
め
だ
ち
ま
し
た
。

　
み
ん
な
が
事
故
の
な
い
明
る
く
楽
し

い
年
末
．
年
始
を
過
さ
れ
る
よ
う
防
犯

に
協
力
い
た
し
ま
し
よ
う
。

　
　
（
写
真
ー
一
斉
防
犯
診
断
風
景
）

町書’P初，展覧会
　
恒
例
の
書
初
展
覧
会
を
露
催
い
た
し

ま
す
。
部
門
は
小
・
∵
中
学
校
の
部
ど
一

般
の
部
で
す
。
．
㎝
般
の
部
は
規
定
は
な

く
自
由
で
す
、
競
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん

・
新
年
を
迎
え
て
の
書
き
は
じ
め
と
、
み

ん
な
か
ち
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
意
義

，
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
作
品
で
も
結
構

で
す
。
但
し
、
作
品
は
最
善
を
つ
く
し

て
管
理
い
た
し
ま
す
が
、
万
一
、
破
損

』
よ
ゼ
れ
等
が
で
き
ま
し
た
と
き
は
補
償

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
お
含
み
の
上
ご
出

，
品
下
さ
い
。
ま
た
、
作
品
は
終
了
後
お

返
し
い
た
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
出
品

　
　
ご
観
覧
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
小
・
中
学
校
の
作
品
に
つ
い
て
は
終

了
後
、
各
凌
の
本
校
に
巡
回
い
た
し
ま

、
す
。

　
　
（
写
真
ー
昭
和
4
8
年
小
・
中
学
校
の
部

　
　
　
　
　
特
選
作
品
）

　　　　　i萎蒙冬にそなえて　まず　防火箋…i妻i

　寒さとともに・また火災シーアズンがやつてきました。防火の第一歩は”火の用心，，ですが、

火災の原因について調べてみますと85％は自分の不注意から出たものです。

　そこで今回・皆さんが一番使われる石油ストーブやブロパンガスについての取り扱いには、

つぎの点について十分注意して使用して下さい。

◎石油ストープ
　　1・油をっぎたす場合は、火を消してから行なう。

　　2．火のついたまま移動しないこと。
　　3・不燃性（燃えないもの）の台の上で、水平に置いて使うこと。

　　4・まわりに、燃えやすいものを置かないこと。

　　5・転倒のおそれのあるところには置かないこと。
　　6・障子・カーテンからは、3（⊃伽以上はなして置くこと。

　　7・灯油の保管は日あたりのところを避けること。

§）プロパンガス

　　ガスは空気より重いので・’もれると低い所舛たまり驚す9で・マツチ等をすつた時に爆発

　を起す危険があります。

　L　器具はプロパンガス専用のものを選びましよう。一
　2・ゴム管はできるだけ短いものがよく1接続部匠はホー不バ・ンドをつけましよう5

　3・火をつけるとき、臭いでガスもれのないことを確めましよ5。
　4・ゴムホースには・キレツがないかどうか・定期的に調べましよう9（石けタ液で）

　5・寝る時、また出かけるときには、必ず元栓をしめましよう。
　6・ガスボソベが・日光の直射をう・けたり・著しく加熱する所や・・，南雪にぬれない所・物

　　が落下したり・シ．ヨウゲキを受け為二斯嫡さけましよう・



　
十
一
月
十
四
日
を
最
後
に
松
代
家
畜

市
場
の
全
日
程
が
終
了
し
た
、
そ
の
成

績
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
今
年
は
春
先
き
か
ら
子
牛
の
高
値
が

評
判
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
ん
な
高
値

で
取
引
さ
れ
る
と
は
予
想
外
で
あ
っ
た

　
昨
年
は
出
場
頭
数
二
〇
九
頭
で
平
均

価
格
十
二
万
円
で
あ
っ
た
が
今
年
は
別

表
の
と
お
り
平
均
価
格
約
二
十
八
万
円

と
な
り
昨
年
の
二
、
三
倍
と
い
う
高
値

で
取
引
さ
れ
た
。

　
牛
肉
の
不
足
は
日
本
だ
け
で
な
く
世

界
中
不
足
し
て
い
る
状
況
な
の
で
将
来

と
も
急
激
な
価
格
の
下
落
は
な
い
も
の

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

肉
用
牛
連
産
表
彰
式
挙
行
さ
る

沼和48年度松代家畜市場取引集計表

考備

最低価格欄

L松代地区の

　メス100，100円は

　メクラ

2．奴奈川地区の

　オス50ラ100円は

　崎形

3．浦田地区の
　メス130，100円は

　メクラ

　
十
一
月
十
四
日
の
松
代
家
畜
市
場
最

終
開
催
日
に
、
畜
主
及
び
家
畜
商
等
多

数
集
合
し
た
席
で
、
左
記
の
方
々
が
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
盛
大
な
拍
手
を
浴
び

た
。・

十
年
連
産
特
別
表
彰
者

　
　
仙
納
　
　
室
岡
忠
俊
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
き
ゆ
う
ぜ
ん
）

　
　
儀
明
　
　
小
堺
寅
吉
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
は
ら
ん
そ
で
）

　
　
蓬
平
　
　
小
堺
三
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ち
ょ
う
き
ち
）

。
五
年
連
産
表
彰
者

　
　
蒲
生
　
　
小
堺
恵
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
こ
え
ん
）

　
　
池
之
畑
　
市
川
丁
一
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ほ
し
ば
）

　　計

　　　　ト
　　211

　　　　ロ～8，606，900

418，100

530，200

　550，200

　100，100

　50，100
　201，000

　286，270

　250，171

　2麗，152

　277，758

地鴎．遮地区唾些匿騨幽浦申地区i松之山地区1

最引頭数r5♂II［31ト11・17番tl｝，笹
瞬醜蜘r晦五6・rtz63馬80r麹166『119！ヱ礎

最1アスt354，3001370，0001310，100418，1001350，500350，500

330，100

305，000

230，100

230，000

201，000

280，144

271，825

269，092

310，100

350，200

130100
275，000

215，000

354，300　370，000t310，100
　　　　　　　　　　　　　　　　　き

329，000　330，200i280，000
293，…13411！9・1．二

　　ロ　　　ヨ　　　　　　ドレ

100，1001215，100i270，000

50，100204，500

250，100

オス

去勢

274，753

293，345

292，550

285，074

291，397

296，086

187，400

263，480

2ア3，362

252，228

300，700

278，290

217，000

224，000

2ア5，371

246，350

267，443

262，277

メス

オス

去勢

最
高
価
格
・
最
低
価
格

ス
ス
勢

メ
オ
去

平
均
価
格

総平均価格

　
連
産
と
は

一
頭
の
牛
に

毎
年
子
牛
を

分
娩
さ
せ
る

こ
と
で
一
口

に
五
年
十
年

と
言
う
が
、

な
か
！
＼
容

易
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ

れ
苦
労
し
た

こ
と
と
思
い

　
　
　
　
～

　
　
　
　
勧
つ

　
　
　
　
よ

　
　
　
　
し

　
凹
　
　
脚
ま

頑
π

馴
事
｝
い

爾
薪

…
強
一
力

動
閣

㎜
運
な

署
凋

崔
㎝
は

薪
曝

一
始
…
良

峯
～

　
・
　
　
　
　
　
帽

ま
す
。

　
尚
、
連
産
さ
せ
る
に
は
次
の
こ
と
が

大
切
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

一
、
草
を
十
分
与
え
る
こ
と
。

　
　
牛
は
草
食
動
物
な
の
で
青
草
を
十

　
分
与
え
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

　
草
が
不
足
す
る
と
繁
殖
生
理
が
狂
い

　
易
い
の
で
す
。
夏
は
青
草
、
冬
は
乾

　
草
を
十
分
与
え
て
下
さ
い
。

二
、
妊
娠
中
の
栄
養
が
特
に
大
切
で
す

　
　
と
も
す
る
と
子
牛
が
生
れ
て
か
ら

　
乳
が
多
く
出
る
よ
う
に
と
よ
い
飼
料

　
を
与
え
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い

　
の
で
す
が
妊
娠
中
の
栄
養
が
衰
え
る

　
と
生
れ
た
子
牛
が
弱
く
母
牛
の
栄
養

　
恢
復
が
遅
れ
次
の
発
情
が
な
か
な
か

　
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
発
情
が
わ
か
っ
た
と
し
て
も
弱
く
、

　
授
精
が
う
ま
く
ゆ
き
ま
せ
ん
。

三
、
厩
に
つ
い
て

　
　
厩
は
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
温
か
く

　
な
る
よ
う
窓
や
外
口
を
工
夫
す
る
こ

　
と
。
又
運
動
も
適
度
に
出
来
る
よ
う

　
厩
の
広
さ
は
九
尺
角
以
上
の
も
の
が

　
ほ
し
い
。

四
、
分
娩
後
八
十
日
以
内
に
授
精
す
る

　
よ
う
心
が
け
る
こ
と
。

　
　
分
娩
後
八
十
日
以
内
に
授
精
授
胎

　
す
れ
ば
毎
年
同
じ
時
期
か
、
か
え
っ

　
て
早
く
な
る
勘
定
で
す
。
（
畜
産
係
）

囹　年頭の廻礼は元日かぎりとし
　　　　　　　　　年始よびは自粛しましよう。

　　　　（できたら年頭の廻礼はやめ

　　　　　　　　合同年始会を開きましよう）

囹　年始など形式的な贈答はやめましよう。

囹　元日から祝日には必ず国旗をたてましよう。

園　かけごとはやめ、健全な遊びで

　　　　　　　お正月を楽しくすごしましよう。

囹　火の元や盗難に十分注意しましよう。

囹　節約して貯蓄をいたしましよう。

圃　出稼ぎの人に正月のようすなど

　　　　　　　　　　　便りを出しましよう。

　3（



（4）

　　　　健康家庭にお祝いを
　先般、本年国保強調月間に伴う趣旨普及事業の一環として一昨

年から実施しております健康家庭に対するお祝品の贈呈がなされ

ました。お祝品を贈られた家庭は5年以上、3年以上、1年以上
の3段階に分けられ、その期間中医療給付を受けなかった世帯で
す。健康はみんなの願いで誠にしあわせのことですので本誌にご
紹介致します。

　贈呈されたお祝品　・5年以上の健康家庭｛杢聖冷生ろ■署ター｝倉台
個
台
個

1
1
1
1

一
　
　
一

タ
　
　
タ

一
計
一
計

刃
選
暖

ル
寒
ル
寒

㌻
㌻

大
大
大
大

く庭家
康
〃
〃

健の
上
上
上

以
以
以

年
年
年

5
　
　
0
0
1

●
　
　
　
　
●
　
　
　
●

＜お祝品を贈られた世帯＞

　05年以上医療給付を受けなかった世帯（昭和43年度～昭和47年度）

　　　！藪叢4z　r冒榊 7度 ＋　－潔 万㎜　i　売　　旦　　1

05年以上医療給付を受けなかった世帯（昭和43年度～昭和47年度）
　　1、 部 藩名 二世『帯『 主氏 名㎜　 ～家　　、号　．1

　　i．参伏帥本．．芳雄芳　劉
②3年以上医療給付を受けなかつた世帯（昭和44年度～昭和47年度）

【　
門
門

　
・
工
工

　

左
左

家　
幸
忠

　
け部落名1世帯主氏名印　　i

菅　刈1相　沢　三　男
海　老　若　月　ナ　ヵ

①1年以上医療給付を受けなかった世帯（昭和46年度～昭和47年度）

号家世帯主氏名
様
屋
門
門
吉
保
京
下
ら
工
屋
槙
脇
居
治
水
助
西
門
治
院
木
屋

　
　
工
工
　
　
　
　
　
　
　
う
工

夫
口
右
　
　
　
　
　
兵
勝
　
の
　
京
　
　
　
　
　
の
田

　
　
郎
左
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
右

太
山
四
忠
孫
田
天
大
う
吉
山
大
西
隠
鉄
中
じ
大
松
鍛
徳
梨
福

臣
、
・
・
松
治
蔵
衛
勝
ケ
治
治
平
部
男
作
吉
雄
一
郎
ノ
浩
則
郎
清

　
フ
　
兵
政
忠
　
太
　
　

一
シ
政
太

正
ヒ
芳
辰
吉
　
　
タ
　
熊
勝
栄
久
次
健
政
喜
仁
ト

　
　
　
　
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由

　
　
　
　
　
嵐
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田

沢
村
橋
田
谷
　
　
井
　
　
岸
田
林
村
岸
田
松
村
村
堺

　
　
　
　
　
十
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濃
沢

宮
中
高
島
関
柳
五
富
大
柳
山
池
小
中
山
塚
村
仲
仲
小
美
谷
牧

部落名

松代
戸
年
　
　
沢
老
山
島
倉
　
代

〃
荒
　
〃
〃
　
　
桐
野
〃
　
〃

小
千
　
　
会
海
片
苧
田
　
田

田
生
明

寺
蒲
儀

　
　
島

〃
〃
〃
　
濁
峠

　
　
福

β
　
　
－
旨

聖
］
」
『
ー
～
1
』
『
］
ー
キ
＾

出
稼
先
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
は
届
出
を

　
本
誌
一
六
七
号
（
1
0
月
m
β
付
）
で
「
出
稼
者
の
医
療
保
険
に
つ
い
て
」
お
‘

知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
あ
な
た
の
家
で
の
出
稼
さ
れ
た
方
は
．
『
職
場
の
健

康
保
険
』
に
加
入
さ
れ
ま
し
た
で
し
よ
う
か
？
、
加
入
さ
れ
た
方
は
松
代
町
役

場
へ
届
出
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
方
法
は
、

　
（
本
誌
一
六
七
号
か
ら
関
係
部
分
抜
す
い
）

問
町
の
国
保
の
手
続
き
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

答
　
ま
ず
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
人
の
氏
名
、
被
保
険
者
証
の
記
号
番

号
加
入
年
月
日
等
を
職
場
か
ら
証
明
し

て
も
ら
い
、
遠
隔
地
被
保
険
者
証
と
と

も
に
家
族
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
の
方
は
そ
の
証
明
書
と
遠
隔
地
被

保
険
者
証
及
び
町
の
国
保
被
保
険
者
証

と
印
鑑
ご
持
参
の
う
え
役
場
国
保
係
に

届
出
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
異
動
発
生

後
十
四
日
以
内
に
届
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

屈
出
し
ま
せ
ん
と
保
険
料
を
二
重
に
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
充
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
職
場
を
や
め
た
と
き
も

同
じ
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
．
、

問
そ
の
証
明
用
紙
は
役
場
に
あ
る
ん

で
す
か
。

答
　
は
い
あ
り
ま
す
。
証
明
用
紙
は
社

会
課
の
窓
口
係
に
備
え
て
あ
り
ま
す
か

ら
出
稼
前
に
必
ら
ず
お
持
ち
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
　
　
（
国
民
健
康
保
険
係
）

嵐紗
～

〔
い

を
．

支
芸
霞

俳
　
句

む杉

静
　
水

。
冬
日
南
追
う
て
干
物
移
し
け
り

。
持
前
の
く
せ
い
ろ
い
ろ
の
火
鉢
か
な

・
煤
掃
や
門
口
の
雪
真
黒
に

。
杉
の
雪
ま
た
一
し
き
り
落
ち
に
け
り

・
あ
か
ぎ
れ
に
身
重
の
妻
は
悩
み
け
り

。
本
降
り
と
な
っ
て
落
つ
く
冬
ご
も
ひ

・
束
ね
た
る
郵
便
物
や
冬
ご
も
り

。
入
り
惜
し
む
日
に
米
山
の
雪
光
る

。
機
織
り
の
一
人
夜
長
を
織
り
は
げ
む

。
黒
光
り
し
て
い
る
鍵
や
構
燃
ゆ
る

困
っ
た
人
達
に

　
　
　
　
　
こ
の
お
金
を
…

　
　
松
代
中
学
校
生
徒
会
が
寄
附

　
去
る
十
二
月
四
日
の
日
、
松
代
中
学

校
生
徒
会
の
代
表
三
名
が
吹
雪
の
中
、

町
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
教
育
長
に
一

通
の
文
面
と
金
包
み
を
手
渡
し
ま
し
た

　
早
速
開
封
し
て
み
ま
す
と
、
学
校
の

文
化
祭
の
際
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
を
計
画

し
、
そ
の
利
益
金
を
「
町
内
の
不
幸
な

人
た
ち
に
寄
附
し
よ
う
」
と
生
徒
会
で

申
合
せ
、
そ
の
旨
を
参
集
し
た
方
々
に

説
明
し
協
力
を
願
っ
た
も
の
を
、
こ
の

程
全
部
寄
附
し
た
い
と
、
教
育
長
に
関

係
課
へ
の
斡
旋
を
依
頼
す
る
旨
の
も
の

で
し
た
。
持
参
さ
れ
た
金
額
一
万
三
千

七
百
八
十
一
円
は
、
教
育
長
の
手
よ
レ

た
父
ち
に
社
会
課
長
に
手
渡
さ
れ
、
そ

の
用
途
は
社
会
課
に
お
い
て
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高
橋
社
会
課
長

は
「
ご
寄
附
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
の
暖
か

い
心
を
生
か
し
て
、
本
当
に
役
立
つ
様

に
し
た
い
。
少
年
達
の
こ
の
志
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
凶
と
語
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
年
末
の
慌
し
い
中
に
近
頃

心
暖
ま
る
話
題
と
し
で
、
関
係
者
を
喜

ぽ
せ
ま
し
た
。
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昔
か
ら
「
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
」
と

い
う
諺
が
あ
る
よ
う
に
、
ど
う
せ
風
邪

だ
か
ら
か
ま
わ
ん
で
お
い
て
も
直
ぐ
治

る
だ
ろ
う
位
い
に
考
え
て
放
っ
て
お
い

た
ら
何
時
に
な
っ
て
も
か
ぜ
の
症
状
が

と
れ
ず
診
察
し
て
も
ら
っ
た
ら
他
の
病

気
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
良
く

聞
き
ま
す
。

　
こ
れ
も
始
め
は
か
ぜ
だ
っ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
放
っ
て
お
く

間
に
だ
ん
／
＼
と
他
に
移
行
し
て
い
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
か
ぜ
は
「
上
気
道
の
ビ
：
ル
ス
感
染

病
」
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
、

上
気
道
と
は
鼻
腔
や
の
ど
を
さ
し
ま
す

特
に
鼻
腔
粘
膜
が
感
染
を
う
け
る
と
、

体
力
、
養
生
、
病
源
菌
の
種
類
、
治
療

の
方
法
等
に
も
よ
り
ま
す
が
、
方
々
に

ひ
ろ
が
っ
て
行
く
こ
と
が
多
い
。
即
ち

上
方
に
進
め
ば
副
鼻
腔
の
炎
症
、
さ
ら

に
耳
管
を
通
っ
て
中
耳
炎
と
な
り
、
下

方
に
進
め
ば
咽
頭
炎
、
喉
頭
炎
、
扁
桃

炎
、
更
に
進
め
ば
気
管
、
気
管
支
炎
、

肺
炎
な
ど
、
ど
ん
く
炎
症
の
範
囲
が

ひ
ろ
が
っ
て
行
き
ま
す
。
こ
れ
が
諺
の

生
れ
た
所
以
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

。
か
ぜ
は
伝
染
病
で
す
”

　
ち
よ
っ
と
し
た
鼻
か
ぜ
か
ら
、
重
い

症
状
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
い
た
る
ま

で
、
か
ぜ
は
主
と
し
て
、
ヴ
イ
ル
ス
と

い
う
病
源
菌
に
よ
っ
て
う
つ
り
流
行
す

る
伝
染
病
で
す
。

　
寒
さ
に
合
う
と
か
ぜ
を
引
く
の
で
、

寒
さ
が
か
ぜ
の
原
因
の
よ
う
に
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
そ
れ
は
、
寒
さ
に
よ
っ

て
は
な
や
の
ど
や
全
身
の
抵
抗
力
が
弱

っ
て
い
る
と
き
に
か
ぜ
を
引
き
や
す
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
体
を

き
た
え
て
お
け
ば
、
寒
さ
に
合
っ
て
も

抵
抗
力
が
落
ち
な
い
の
で
か
ぜ
を
引
か

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
か
ぜ
の
原
因
に
な
る
ヴ
イ
ル
ス
は
、

百
五
十
種
類
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　　〃

か

ぜ
の
予
防
”

　
か
ぜ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に

は
、
次
の
こ
と
を
十
分
に
守
り
、
こ
れ

を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
・
う
が
い
の
習
慣
を
つ
け
る
。

　
上
を
向
い
て
、
の
ど
の
奥
ま
で
十
分

　
に
う
が
い
水
が
行
く
よ
う
に
し
て
、

　
五
～
六
回
行
う
。

二
．
皮
膚
を
じ
よ
う
ぶ
に
す
る
。

　
日
光
浴
、
空
気
浴
、
乾
布
マ
サ
ツ
、

冷
水
マ
サ
ッ
な
ど
を
毎
日
続
け
る
。

　
始
め
は
時
間
を
短
か
く
し
、
な
れ
る

　
に
し
た
が
っ
て
段
々
と
長
く
す
る
。

三
．
栄
養
を
と
る
。

野
菜
、
果
物
、
肉
、
魚
介
類
、
豆
腐

卵
な
ど
か
た
よ
ら
な
い
で
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
毎
日
と
る
。

特
に
冬
は
油
の
よ
う
な
高
カ
ロ
リ
ー

の
も
の
と
ピ
タ
ミ
ン
を
と
る
。

四
．
過
労
を
さ
け
る
。

　
夜
ふ
か
し
は
禁
物
、
早
寝
早
起
き
を

　
励
行
し
、
睡
眠
と
休
息
に
心
が
け
る

五
．
汗
の
し
ま
つ
を
す
る
。

　
温
度
の
変
化
に
合
せ
て
、
着
る
も
の

　
を
調
節
す
る
。

　
汗
を
か
い
た
ら
、
良
く
拭
き
と
っ
て

　
肌
着
を
替
え
る
。

六
．
予
防
接
種
は
う
け
て
お
く
。

　
か
ぜ
の
中
で
も
、
流
行
性
の
悪
質
な

　
も
の
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
あ
る
が

　
こ
れ
は
毎
年
十
一
月
頃
松
代
町
で
は

　
無
料
で
予
防
注
射
を
行
っ
て
い
ま
す

　
の
で
、
今
年
受
け
な
か
っ
た
方
は
も

　
う
問
に
あ
い
ま
せ
ん
が
、
来
年
か
ら

　
は
必
ず
予
防
注
射
を
す
る
よ
う
に
し

　
て
下
さ
い
。

“
か
ぜ
治
療
の
き
め
手
”

一
に
保
温
、
二
に
安
静
、
三
に
栄
養

か
ぜ
を
引
い
た
ら
、
温
か
く
し
て
静

か
に
寝
て
い
る
に
こ
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
又
、
栄
養
の
あ
る
食
事

を
と
っ
て
体
を
弱
ら
せ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
直
ぐ
に

医
師
に
診
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

①
体
温
が
上
昇
し
、
症
状
が
だ
ん

　
だ
ん
す
N
む
傾
向
の
あ
る
と
き
。

②
発
病
一
日
目
で
も
特
に
高
熱
で

　
セ
キ
、
タ
ン
が
出
る
と
き
。

③
年
寄
や
子
ど
も
、
ふ
だ
ん
か
ら

　
病
弱
な
人
。

　
困
つ
て
い
ま
す

　
　
　
犬
の
放
し
飼
い
　
醜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
6

降
雪
と
同
腫
犬
の
放
し
飼
い
が
多
く
な
り
、
人
㌔
，

畜
等
の
被
害
が
依
然
と
し
て
絶
え
ず
、
住
民
が
困
っ

て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
次
の
こ
と
を
か
た
く
お
守
り
下
さ
い
。

①
常
時
け
い
留
…
…
犬
は
常
に
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ゾ

②
捨
て
犬
禁
止
…
…
犬
が
不
要
に
な
っ
た
ら
捨
て
る
前
に
衛
生
係

　
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③
飼
い
犬
に
避
妊
手
術
を
…
…
子
が
必
要
で
な
い
場
合
は
避
妊
手
術
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
は
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
正
し
く
犬
を
飼
っ
て
下
さ
い

羽

（5）



（あなたの疲労度テスト）あなたは疲れていませんか？
A　　からだのつかれ　　　　　l　　　B　　精　神　の　つ　か　れ C　　神経感覚のつかれ

症　　　　　　　状 O印欄1
5

1　　　症　　　　　　　状 ○印欄
　　　1

症　　　　　　　状 ○印欄

1 ・頭がおもい
隔ii

梶

…l　l・頭がぼんやりする
11・頭がの寵る 1 1

・目がつかれる　　・目がかすむ
・目がちらちらする

2 ・頭がいたい 2i・考えがまとまらない
　1・考えるのがいやになる

1
2

・目がしぶい
・目がかわく

3 ・全身がだるい

　　　　　　　　　　　　　　｝　　　一 ／

il3唾金織1、燕なる
！
1 3 ・手足が思うように動かない

4
・体のどこかがだるい　・体のどこか
がいたい　・体のどこかのすじがつる

図・いらいらする
l
I
4

・足もとがたよりない
・ふらつく

5 ・肩がこる
l
i
l
5

1il

｝

　・ねむくなる
1 I

l
5

・あじがかわる
・臭いがはなにつく

6
・息苦しい
・むな苦しい 161

サ
1
・
気 がちる

i
6 ・目まいがする

7 ・足がだるい i
l
l
！

1　7 ・仕事をするのに気乗りがしない

l
i
l
i

7 ・まぶたやその他の筋がびくびくする

8
・つばが出ない　　・口がねばる
・口がかわく

1『

　8 ・一寸したいことが思い出せない
・ど忘れをする 8

・耳がとおくなる
・耳なりがする

9 ・あくびが出る 1
9

・することに自信がない
・することに間違いが多い

1
｝

9 ・手足がふるえる

10 ・ひや汗が出る
i
l
l
｝

10 ・物事が気にかかる
・物事が心配になる 1

10 ・きちんとしていられない

計　（○印の数）
1－

計　（○印の数）
l
l

計　　（○印の数）

合　　　　計　　　　　　　　　　　点
（（粘一ム◎∠2　　　P　　ヤ申』士童　　　“　　　｝■　　　　　Oの数力三多いほど疲れがひどいことになります・　　　　○の数が六つ以上になったら高度の疲労双何らかの病気がある。

　　　　　○の数が三つ～五つは軽い疲労。　　　　○の数が二つまでは普通。
これはあくまでも一応の目やすです。場合によっては○印が少なくても病気があるかも知れませんし、○印が多くてもただの疲れであるかも知れません。
早期発見早期治療の観点からも、自分の身体に異状を感じたらこれを機会に医師の診察を受けてたしかめて見ることも必要かと思われます。

疲
労
の
自
己
診
断
あ
て
は
ま
る
習
に
○
印
を
つ
け
て
み
ま
し
よ
う

（6）

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

▲
十
一
月
受
付
分
（
受
付
順
）

ご
け
つ
え
蔑

お
め
で
と
う
衡

山
岸
健
・
鈴
木
き
み
代

若
井
明
夫
・
梶
原
こ
し
み

萬
羽
政
美
・
小
堺
い
よ
子

樋
口
邦
幸
・
相
沢
愛
子

高
橋
高
雄
・
早
川
松
枝

井
上
修
平
・
堀
川
千
代
子

室
岡
茂
・
高
橋
一
江

小
堺
　
勝
・
有
賀
京
子

菅
井
公
夫
・
若
井
美
千
代

山
岸
洋
一
・
仲
村
由
子

小
堺
庄
蔵
・
江
口
信
子

鑓讐相
沢
和
子

山
岸
由
美

米
持
義
典

お
く
や
み

（
死
亡
）

牧桑若柳小山
田原井　山賀

リ
イ

イ
シ

馬
蔵

幸
士
・

善
士
・

マ
セ

村
山
松
太
郎

牧
田
ヨ
シ
ノ

（
蒲
生
）

（
蓬
平
）

（
会
沢
）

（
松
代
）

（
筋
平
）

（
寺
田
）

（
仙
納
）

（
儀
明
）

（
松
代
）

（
蒲
生
）

（
室
野
）

聡
廊
三
女
（
菅
刈
）

　
だ
　
　

母
住
　
子
長
女
（
蒲
生
）

警
恵
繋
男
（
壽
）

　
　
　
　
　
　
　
、

七
五
才

山
ハ
ニ
〃

山
ハ
七
〃

八
三
〃

八
八
〃

九
二
〃

七
一
一
〃

山
ハ
四
〃

（
4
荒
戸
）

（
小
貫
）

（
松
代
）

（
蓬
平
）

（
桐
山
）

（
峠
）

（
室
野
）

（
峠
）
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広報「まつだい」を　　i

　　　　　出稼先へ　i
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　この広報を読み終つたら、　i
　　　　　　　　　　　　　こふるさとのニユースを待ちわ：
　　　　　　　　　　　　　こ
びる、出稼先の夫や父や子へi

送って上げて下さい。　　　i
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き　　　遊ばない子は育たない
、

く　1．子どもの遊びは、遊び自体が学習です。

覧　2、3才児は、絵を描くことが大好きです。小さな紙に満足
ぐ
ノできなくなつたり、紙が無くなつたりすると、目の前にあるも
～の‘本・机・畳・壁など）に手当り次第、落書きを始めます。

～時には、鉛筆やクレヨンの代わりにスプーソや棒切れをこすつ

白，…家

庭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　病気の症状と家庭での注意　　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
　ここには心配な病気の症状を2、3あげてみました。　　　　1
　1・ひきつけ1けいれん）は熱の牟めに起こる場合が多いの　1
で熱がある時は早目に手を打つて予防しましよう。また、両親覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（が子どもの時にひきつけたことがあると、子どもにも起き易い！
ものです。もし起きた場合には、とりあえず家庭では院腸をし　～

ζて使うこともあります。子どもは・遊んでいるうちに・新しいことを　　　くておいて下さい。ひきつけは誰もがびっくりして・うろたえますが・その｝

1発見して驚き洞じことを何回襯返し続けぽた・様磁方法で試した1ま状事に至ることはあり総んから・慌てずに医師を呼びましよう・1
きり、工夫して遊ぶのです。遊びは、運動能力やからだの成長発達を助ける　、押さえたり、抱きしめたりすると、かえつて強くなることがあります。　　∫
1と共に、知新ことば・交友関係を学習し、創造か思考力などを養磯12．吐くことは病気が重い時の症状で弘脳の病気・下痢・自家中毒症l

l会となつているのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　・その他たくさんの病気で吐くことがあります。1日2回以上吐き・顔色l

l2・「よく遊ばせる」こと・　　　　　　　　　1が悪し’（または赤い塒は・早く医師の診察をうけましよう・　　1
∫　子どもの生活は、一日中が遊びです。ですから、おとなは子どもを「よ　’　3・ぜんそくはこの年令では少なく、むしろぜんそくによく似た気管支｛
1〈遊ばせる」ことを考え鮒れぽなりません．rよく遊ばせる」ことで重1炎力願、のです．しカ、し、アレ，レギ覗体質、たとえば湿疹．スト。フノレl

l要なことは、親が長い時間相手となつて遊んでやることよりも、子ども自　1スのある子どもは気管支炎を繰返していると、次第に本当のぜんそくになl

l身が遊びに熱中できるように配慮することが大切なのです・親は・①子ど《　つてしまうことがあります・まず・湿疹・スト・フルス●気管支炎◎むしl

l驚簾殺購羅欝6審離離謙1甥誕寧：締豊脇暑鑑蕪鰻雑縞零豹生牛乳一弩
～手助けをせず、子どもがどう工夫し、切り抜けるか、見守ることが肝要でl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

警　県立新潟女子短期大学箒師高原哲雄　1　新潟大学医学部助教授堺　薫　ミ

～♂〉｝）’％～’～＾一ノ・…、町の家庭教育学級⑧は1月22日13時からく親子の楽しいゲーム＞総合センターでへ～…“v㌔＾・～＾一・・“》㌔へ＾＾・）～～、＾＾＾～3

　　　　　1・2の3ちやん
幼児の家庭教育シリーズをごらんください。
■．鴛5屡璽■髄爾冒腎層．億廟罵■5・00巳．■1］■罷冒雪璽冨■冒聞巳屡冒■聞腰■■■■●輌■1■口5■一曇窟8■腰0■■冒醒騨■層電■口罵■口O■量鷹口巳冨臼■■罵■■璽鼻剛■曜15■8■9■■巳■電8目陽■5巴駆9■置■6口8

■放送時間／B　S　Nテレビ毎週目曜日午前9・30～9・45

　　　　　　■再放送　毎週木週日午前1L20～1L35

　　＜1円貨を使いましよう＞

　　　1円貨について年々退蔵性が強まり、発行量が多いに
（7）　庵かかわらず保有が高まつて不足してこまつています。

　　　1円を有効に使うことは消費支出の合理化につながり
　　ます。家庭に眠っている1円貨を有効に使いましよう。

　
あ
な
た
の
寄
稿
を

　
　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
広
報
紙
を
充
実
さ
せ
る
た
め
公

民
館
で
は
あ
な
た
の
寄
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ど
し
く
投
稿
下
さ
い

　
こ
の
広
報
ま
つ
だ
い
は
毎
月
二
十
五

日
に
原
稿
を
締
切
り
翌
月
十
日
に
毎
月

発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
原
稿
の
内
容
は
ど
ん
な
こ
と
で
も

　
結
構
で
す
。

二
、
四
〇
〇
字
原
稿
用
紙
三
枚
程
度
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
匿
名
で
登
載
す
る
場
合
は
、
そ
の

　
旨
ご
指
示
下
さ
い
。

四
、
原
稿
は
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　
広
報
ま
つ
だ
い
係
へ
。

五
、
採
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差
上
げ

　
ま
す
。

新
設
　
松
代
　
倉
島
　
徹
　
　
三
二
四

　
　
　
太
平
　
岩
瀬
吉
松
　
七
五
九
七

　
　
　
鉄
道
建
設
公
団
　
　
　
三
二
六

　
　
　
松
代
山
菜
加
工
場
　
　
二
二
三

異
動
　
孟
地
小
中
学
校
々
長
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
一
九

　
　
　
桐
山
　
寺
崎
　
正
　
九
五
九
九

　
　
　
田
野
倉
　
室
岡
三
蔵
八
一
五
五

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
郵
便
局
）

電
話
番
号
異
動
の
お
知
ら
せ



葬
葬
嚢
葉

藩
豪

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り

み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
よ
う

　
町
に
は
い
ま
十
九
の
グ
ル
ー
プ
〈
文

化
団
体
〉
（
公
民
館
調
べ
）
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
名
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
大
字
松
代

に
在
り
他
の
地
域
の
方
の
参
加
は
困
難

で
す
。

　
町
公
民
館
で
は
以
前
か
ら
グ
ル
ー
ブ
．

活
動
の
育
成
を
重
点
目
標
の
一
つ
に
し

て
み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
一
方
で
は
各
部
落
毎
に

み
な
さ
ん
が
容
易
に
集
会
で
き
る
施
設

設
備
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
グ
ル
㌧
フ
を
つ
く
り
．
学
ぶ
」
と

言
い
ま
す
と
、
い
ろ
／
、
め
ん
ど
う
に

考
え
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
始
め
て
み

れ
ば
案
外
う
ま
く
行
く
も
の
と
思
い
ま

す
。
現
在
あ
る
グ
ル
㌧
フ
す
べ
て
同
好

者
の
集
り
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
講
帥
は
町
内
の
人
を
依
頼
し
、

ま
た
仲
間
の
有
識
者
が
な
っ
た
り
、
み

ん
な
で
研
究
し
あ
う
等
、
気
が
る
に
楽

し
く
定
期
的
に
集
会
し
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
今
後
グ
ル
㌧
フ
を
つ
く
り

活
動
を
行
な
う
た
め
の
参
考
に
、
遂
次

紹
介
い
た
し
ま
す
。

公
民
館
で
調
べ
た
グ
ル
ー
プ

青
年
音
楽
同
好
会
（
松
代
・
伊
沢
）

【
写
真
】

　
文
化
祭
で
発
表
の

　
　
　
「
青
年
音
楽
同
好
会
」

　
　
民
謡
お
ど
り
の
会
（
松
代
・
つ
く

　
　
し
会
．
松
代
民
謡
会
・
民
謡
同
好

　
　
会
）
松
代
町
園
芸
愛
好
会
（
松
代
）

　
　
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
（
松
代
）
奴

奈
川
囲
碁
ク
ラ
ブ
（
室
野
）
松
代
自
然

愛
護
会
（
松
代
）
お
茶
の
会
（
松
代
）

し
ぶ
み
俳
句
会
（
室
野
）
松
代
書
道
教

室
（
松
代
）
ド
レ
ミ
・
グ
ル
ー
プ
（
松

代
）
詩
吟
・
謡
曲
同
好
会
（
松
代
）
松

代
町
菊
花
松
光
会
（
松
代
）
松
代
町
卓

球
協
会
（
松
代
）
松
代
町
剣
道
連
盟
（

松
代
）
松
代
柔
道
教
室
（
松
代
』
松
代

町
野
球
協
会
（
松
代
）
松
代
町
ス
キ
i

連
盟
（
松
代
）

o
書
‘
§
φ
§
き
6
｝

青
年
音
楽
同
好
会

，
◇
◆
茎
φ
毒
ゐ
φ
2

　
町
に
住
む
青
年
の
同
好
者
で
、
昭
和

47

年
1
0
月
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は
松

代
と
伊
沢
地
区
の
青
年
距
名
の
集
り
で

す
。
音
楽
に
親
し
み
な
が
ら
い
ろ
く

の
問
題
を
話
し
合
い
人
格
形
成
に
つ
と

め
て
い
ま
す
。

　
練
習
日
は
原
則
と
し
て
週
三
回
、
町

総
合
文
化
祭
芸
能
発
表
会
で
練
習
の
成

果
を
発
表
、
ま
た
、
成
人
式
、
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
イ
等
に
、
そ
の
ほ
か
依
頼

が
あ
れ
ば
演
奏
い
た
し
ま
す
。

　
会
費
は
月
額
一
人
当
り
千
円
、
今
年

は
殆
ん
ど
楽
器
購
入
に
あ
て
ま
し
た
。

　
会
長
は
市
川
啓
一
（
加
藤
都
縫
製
工

場
勤
務
4
事
務
局
は
鈴
木
清
彦
（
町
総

合
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

a
3
留
蟹
＝
覧
o
・
8
2
＝
o
亀
■
●
器
3
3
3
亀
3
9
8
響
3
9
亀
3
3
■
2
竃
＝
、
3
3
＝
瞭
D
監
0
3
8

松
代
柔
道
教
室

璽
8
塁
・
3
3
亀
2
2
8
3
・
o
●
亀
3
8
2
9
霊
覧
3
●
8
・
器
塁
篭
●
3
3
響
器
。
亀
言
■
■
3
匿
6
亀
9

　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
の
三
階
大
ホ
：
ル

に
柔
道
用
タ
タ
ミ
五
〇
枚
を
整
備
し
て

も
ら
い
毎
週
木
曜
日
の
夜
練
習
し
て
い

ま
す
。
仲
間
は
大
人
の
同
好
者
五
人
の

集
ま
り
で
、
子
供
の
希
望
者
二
八
名
の

指
導
も
し
て
い
ま
す
。

　
仲
間
同
志
の
健
康
保
持
と
技
術
の
向

上
、
青
少
年
の
体
力
づ
く
り
・
不
良
化

防
止
・
健
全
な
る
精
神
を
養
う
等
目
的

に
し
て
い
ま
す
。
昭
和
狙
年
7
月
発
足

し
た
会
で
す
の
で
ま
だ
未
熟
で
す
、
今

後
一
層
練
磨
し
て
来
年
は
学
童
の
郡
大

会
に
参
加
さ
せ
た
い
計
画
で
す
。

　
会
費
は
無
料
、
た
だ
し
柔
道
衣
は
自

己
負
担
で
す
。
運
営
費
は
町
の
補
助
の

ほ
か
有
志
か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
会
長
は
樋
口
克
巳
（
松
代
病
院
勤
務
）

事
務
局
は
市
川
健
一
（
松
代
郵
便
局
勤

務
）
　
　
　
　
【
写
真
！
柔
道
教
室
風
景
】

　
　
問
答
欄
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ん
の
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い

て
、
こ
の
欄
を
と
お
し
て
で
き
る
か
ぎ

り
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
し
く
お
問
合
せ
下
さ
い
。


